
 

 



 

 

市長からのメッセージ 

 

 

 

～はじめに～ 

 

近年、少子化やインターネット、携帯電話の普及による高度情報化が進展し、子

どもを取り巻く環境が大きく変化する中、子ども達がより豊かな人間性やたくまし

さを養いながら成長できる地域社会を築くことが不可欠となっております。 

 

読書をするということは、豊かな言語力や知識を得るだけでなく、感性を磨き、

表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけてい

く上で欠かすことができない大切なものです。本市においては、各学校での読書タ

イムを始め、保護者や読書ボランティアによる読み聞かせ、図書館等による企画な

ど子どもの読書活動を推進する様々な取り組みが行われてきました。 

 

このたび策定しました「勝山市子ども読書活動推進計画」においては、これまで

の取り組みの効果を更に充実させ、次世代を担う、すべての子ども達の読書環境を

整備し、子ども達が読書によって充実した人生を送るための施策や啓発活動等を盛

り込みました。 

この計画のもと、家庭・地域・学校・関係団体と行政がお互いに連携・協力し、

市民総ぐるみで子ども達の読書活動を推進して参ります。皆様とともに子ども達の

豊かに生きる力を育んでいきましょう。 

 

最後に、この計画の策定にあたりご協力をいただきました関係各位ならびに市民

の皆様方に心からお礼申し上げます。 

今後とも、子どもの読書活動の推進に向けて、一層のご協力とご参加をよろしく

お願いいたします。 

 

平成２６年９月２６日 

 

 

勝山市長  山岸 正裕 
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第１章 勝山市子ども読書活動推進計画の策定にあたって 

 

１．計画策定にあたっての背景 

  近年、テレビやインターネット、ゲーム機、スマートフォン等の様々な情報メディア

の発達・普及により、子どもを取り巻く社会の状況は大きく変貌し、これまで以上に子

どもの読書離れや活字離れが進んでいます。また、世界的な学力調査の比較からは、日

本の子どもの読解力の向上が課題であるとも指摘されています。 

 子どもにとっての読書活動は「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊 

かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないもの」 

（子どもの読書活動の推進に関する法律）であり、発達段階に応じて、大人が読書の大 

切さを子どもに伝え、大人と子どもが一緒になって読書を楽しんでいくことが大切です。 

そのために、家庭・学校・地域が協力・連携し、社会全体で子どもの自主的な読書活動 

の推進を図るような取組みを推進し、必要な体制の整備に努めなければなりません。 

 このような現状を踏まえて国は、「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第

３次）を平成２５年５月に定め、本市においても「第５次勝山市総合計画」のもと、平

成２５年度に実施した「読書アンケート」の調査結果や地域の実情等を踏まえ、「勝山市

子ども読書活動推進計画」を策定することといたしました。 

 

 

２．計画の目的 

「勝山市子ども読書活動推進計画」は、子どもの読書環境を整え、子どもが自主的に 

読書を行い、生涯にわたって読書に親しむことを目指します。そして、子どもがそれぞ 

れの発達段階に応じて、本に親しむことができる環境づくりを、家庭・地域・学校等が 

協力・連携して、総合的かつ効果的に進めることを目的に策定しました。 

 

 

３．計画の対象 

 

 【計画の対象】 

  ０歳から概ね１８歳までの子どもとします。ただし取組みは大人を含むすべての市民 

 により行います。 
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第２章 読書活動の意義と基本目標 

 

１．発達段階に応じた読書活動の意義 

  子どもの発達段階に応じた読書活動を推進することで、読書活動の効果は高まりま 

す。ここでは、発達段階に応じた特徴とその時期に大切なことについて示します。 

  なお、読書活動に対する興味や関心には個人差があるため、一人ひとりの子どもに 

合わせた読書推進活動に留意する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 乳児期：読み聞かせによって、多くの話し言葉を獲得したり、本を読む動作が身 

      につく。 

 

生まれたばかりの赤ちゃんは、家族やまわりの人達からの語りかけにより、言 

葉に出会い、言葉を獲得していきます。やがて言葉や動作を使って、他人とのコ 

ミュニケーションを図るようになります。 

赤ちゃんへの読み聞かせを通して、声と体で触れ合いながら、親子の絆を深め 

   ていくことが大切です。 

 

 

 ② 幼児期：読み聞かせによって、言葉が豊かになり、表情や身振りなど様々な表現 

      力や創造力が身につく。 

 

幼児期には、絵本の中に知っているものを発見して、指をさしながら絵本を楽 

   しみます。また、文字の読めない子どもは、おはなしや絵本の読み聞かせなどに 

   より、言葉や絵本の楽しさに出会います。お気に入りの絵本を何度でも読んでと 

   せがむようになり、その繰り返しの中から文字を覚え、自ら本を読むようになっ 

   ていきます。 

大人との温かな関わりの中で、音やリズムの繰り返しや言葉のおもしろさなど 

   を感じ、夢と体験の広がる絵本の世界を繰り返し楽しみます。 

 

① 乳児期：読み聞かせによって、多くの話し言葉を獲得したり、本を読む動作 

が身につく。 

② 幼児期：読み聞かせによって、言葉が豊かになり、表情や身振りなど様々な 

表現力や創造力が身につく。 

③ 少年期：読書の幅を広げることで、読書を楽しむ習慣や自主性が身につく。 

④ 青年期：読書の広がりや深みが増すことで、継続性、豊かな心が身につく。 
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③ 少年期：読書の幅を広げることで、読書を楽しむ習慣や自主性が身につく。 

 

少年期には、読書活動に個人差が生じ、読む本にも偏りがでてきます。色々な 

   ジャンルの本に興味を持って、目的に応じた幅広い読書活動をし、最後まで読み 

   通す力をつけることが大切です。 

読書を強制するのではなく、子どもの頃から本に親しみ、自ら進んで本を読む 

習慣を身につけることが重要であり、読書習慣は生涯を通じた宝物となっていき 

ます。 

 

 

④ 青年期：読書の広がりや深みが増すことで、継続性、豊かな心が身につく。 

 

青年期は、読書により学びを深める時期ですが、目の前の興味あることだけに 

   意識が偏る傾向もみられます。読書活動を１つの楽しみとし、趣味として広げて 

   いくことが大切です。 

また、就学・進学という人生の岐路に立たされ、自己の将来についても考える 

   時期です。希望ある人生を夢み、読書活動を通して知識をどんどん吸収すること 

   や間接的な体験をすることで、豊かな感性を身につけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【感想文の書き方教室（勝山市立図書館）】 
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２．計画の目標と５つの視点 

  

（１） 計画の目標 

 

子どもにとって本を読むこととは、単に言葉を理解し文を読めるようになるということだけ

ではありません。本に親しみ、ふれあう中で子ども達は、本をとおして、普段の生活では

経験できない様々な出来事に出会い、楽しむことができます。また、実体験が不足してい

る現代の子ども達が読書をすることにより、自然や生き物への関心が醸成されたり、様々

な知識や価値観を学ぶこともあります。そして、主人公や登場人物の喜びや悲しみを一緒

になって体験し、感情や状況を読み取り、創造力や思考力、表現力、感性等が養われてい

きます。それは、「読書による体験」として深く心に刻まれ、生きる力につながります。 

勝山市では、これらの力を身につけた子ども達が成長し、社会を形成することにより市

の地域力が育ち、社会生活、文化活動、経済活動などの活力が生まれ、「小さくてもキラリ

と光る誇りと活力に満ちたふるさと勝山」が実現することを目指しています。そのために、

市のすべての子ども達があらゆる機会と場所において、等しく読書活動ができる環境整備

を進める必要があります。 

それと同時に、大人自身が積極的に読書をすることや多種多様な本の中から、質の高い優れ

た本を子どもに手渡し、読書の楽しみを伝えていくことが重要になってきます。そのためにも、

家庭・地域・学校・図書館等が連携・協力して子どもの読書活動を推進していくことが必要で

す。 

このことを踏まえ、勝山市では下記のとおり目標を揚げ、市民全体での読書活動に取り

組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標 ： 子どもが自ら「読書に関心を持ち」、「読書を楽しみ」、 

「読書で学べる」環境づくり 
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（２） ５つの視点 

 

子どもが読書習慣を身につけるためには、次のような欠かせない要素があります。 

①子どもの身近に本があること  

②大人が本を手渡し、その素晴らしさを伝えることで、子どもと一緒に本を楽しむこと  

③子どもも大人も、自ら本に親しむ環境を整えること  

④本にふれあう時間を設けること  

⑤読書の意義や必要性を伝える人材を育成すること 

これら５つの要素が一体となって、「子どもの読書環境」が育まれます。 

勝山市ではこれらの要素をもとに「５つの視点」を位置付け、子どもが自ら「読書に関

心を持ち」、「読書を楽しみ」、「読書で学べる」環境づくりに取組みます。 

 

 

 

 

 

【１．本と出会う環境づくり】 

 

子どもが読書に親しむためには、子どもが関心を持つような「図書」が子どもの身近に

あることが何よりも重要です。そのために、家庭において、子どもの身近に本を置く環境

づくりを啓発することや、市の各施設における推薦図書などを選書し、その配置などを工

夫すること等により図書環境の充実を図ります。 

 

 

 

【２．読書を楽しむ環境づくり】 

 

子どもが気軽に本と触れあい、家族や周囲の大人とコミュニケーションを深めながら、

読書を楽しむ時間を過ごすためには、その環境づくりに努めることが重要です。 

そのために、家庭や幼稚園、保育園、学校、市立図書館等において、本の読み聞かせや

紙芝居を行うなどの環境づくりに努めます。 
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【３．自主性を育てる環境づくり】 

 

子どもが積極的に読書意欲を高め、読書を一生の大切なものとするには、親子で本につ

いての感想を語り合うことや、身近にいる大人自身が読書を楽しむことなどが必要です。 

子どもが自ら読書に親しむための機会を提供したり、子どもが読書に興味をもてるよう

な工夫を行うよう啓発していきます。 

 

 

【４．読書のための時間づくり】 

 

読書の習慣が定着していくことで、本に親しみ、進んで読書に取り組む姿勢が身につき、

さらには集中して課題に取り組む力が育まれていきます。 

そのため、学校や保育園等では、読み聞かせの時間や読書をする時間を継続的に設け、

誰もが読書を経験することができる環境をつくります。また、家庭においては、読書タイ

ムの実施の呼びかけを行い、家庭における親子での読書を推進していきます。 

 

 

 

【５．読書活動を推進するための人材づくり】 

 

地域ぐるみで積極的な読書活動を推進していくためには、読書ボランティア等に参加す

る人材の育成が求められています。地域によっては、ボランティアが不足しているところ

もみられ、子どもの読書に関わる団体や読書ボランティア等と勝山市が密に連携し、様々

な情報を得やすい環境づくりを進める必要があり、図書館だよりやホームページ等におい

て広く情報を発信しながら普及・啓発に努めます。 
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第３章 子どもの読書活動を推進するための施策 

 

１．読書環境の整備と充実 
  

【アンケート及び各施設への調査】 

勝山市では、家庭、地域、学校における読書活動の推進の状況を把握するため、児童・

生徒（小学５年生、中学２年生、高校２年生）及び保護者（小学５年生、中学２年生、

保育園・幼稚園児）を対象にアンケートを実施しました。（平成２５年５月実施。） 

また、学校・図書館・公民館・児童センター・幼稚園・保育園における読書推進に関

する事項についても同時に調査しました。（平成２５年度実施。） 

 

（１） 家庭における読書活動の推進 

   家庭は、子どもが家族の愛情を感じながら本と出会い、楽しさに触れる基礎となる 

場所です。子どもの読書習慣は日常生活を通じて形成されていくものであり、生活時 

間の大部分を占める家庭の果たす役割は非常に重要です。身近な場所に本が置いてあ 

ることや、家族がいっしょに読書をする環境が醸成されることが大切です。 

  

① 家庭における読書量について 

   核家族化の進展や子ども達の読書以外の趣味、遊び、習い事等に費やす時間の増加

により、全国的に家庭での読書時間が減少してきているという指摘があります。 

 

【勝山市の現状】 

 

● 多くの児童・生徒は、読書をすることが好きです。 

児童・生徒に対して「本を読むことが好きですか」と質問をしたところ、８割程 

度は、「好き」「どちらかといえば好き」と回答しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 
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● 「学校での読書の時間」をきっかけとして、読書を好きになった児童・生徒が多く

見られます。また、読書環境が整っていることも重要な要素だと推測されます。 

｢好きになったきっかけはなんですか｣と質問をしたところ、｢学校での読書の時 

間｣という回答が多く見られました。次に、「その他」の回答が多かったことから、 

子どもが本を好きになるためには、本に出会う環境が整っている必要があると推 

測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校以外で読書をしない児童・生徒は、テレビやゲーム、マンガ雑誌を楽しむため

に時間を使っています。 

児童・生徒に対して｢学校以外で１週間にどれくらい本を読みますか｣と質問をし 

たところ、４割程度が｢ほとんど読まない｣と回答しています。また、ほとんど読ま 

ないと回答した児童・生徒に対して、その理由を聞くと、｢テレビ、ゲーム、マンガ 

雑誌の方が楽しいから｣と回答した子どもが多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） （資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 

「その他」に記述があった主な意見 

●おもしろい（好きだ）から           １４名  

●おもしろい（好きな）本があったから   ９名  

●おもしろそうな本があったから      ９名  

●試しに（初めて）読んで楽しかったから  ９名 
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● 児童・生徒の保護者は、子どもが読書をすることは大切だと感じていますが、保護

者自身は、あまり読書をしていません。 

児童・生徒の保護者に対して｢１ヶ月に何冊本を読みますか｣と質問をしたところ、 

9 割程度が２冊以下と回答しています。だたし、児童・生徒の保護者に対して｢子ど 

もが読書をすることが大切だと思いますか｣と質問をしたところ、９割以上が｢子ど 

もが読書をすることは大切｣と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● 家庭で読書の大切さについて話す機会があまり持たれていません。 

児童・生徒の保護者に対して｢読書の大切さについて、子どもと話をしたことがあ 

りますか｣と質問をしたところ、5割程度の保護者が｢ない｣と回答しています。 

児童・生徒の保護者に対して｢子どもが読書習慣を身につけるためには、家庭でど 

のような取組みが必要だと思いますか｣という記述式の質問をしたところ、｢興味 

を持たせる（習慣づけをする）｣、｢一緒に本を読む時間を作る｣、｢家族皆が読書時 

間を作って、読む機会を作る｣、｢読み聞かせなどをして本を好きにさせる｣といった 

意見が多くみられました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 保護者アンケート結果） （資料：H２５ 保護者アンケート結果） 

（資料：H２５ 保護者アンケート結果） （資料：H２５ 保護者アンケート結果） 
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【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 学校以外での読書活動の実践 

施 策 ： 毎年４月２３日の「子ども読書の日」や「ノーテレビ・ノーゲームタイム」 

     の周知活動  

家庭でのテレビやゲーム、マンガ雑誌の時間の一部を読書に充ててもら 

うため、児童・生徒に対して「子ども読書の日」や「ノーテレビ・ノーゲ 

ームタイム」の周知を徹底し、読書活動の啓発を図ります。 

 

課 題 ： 本の大切さについて話す機会の不足や保護者自身の読書量の不足 

施 策 ： アンケート結果を受けての広報・啓発活動 

子どもが読書の大切さを理解し、家庭で読書に親しむためには、保護者 

自身が読書に親しむ事が大切です。｢家庭でどのような取組みが必要か｣ 

という質問から得た意見（例：下記参照）を参考に、親子で読書に親しむ 

機会を作るための取組みについて、広報・啓発活動を行います。 

    （意見例 ： ◎子どもの身近に本がある環境作り ◎一緒に本を読む時間を作る） 
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② 家庭での読み聞かせの実施状況について 

家庭での読み聞かせは親子の絆を強くし、子どもの心を育てる大切な時間です。 

子どもにとっては、感性や創造力などを高め、言葉を学ぶきっかけともなる大切な 

働きかけであると言われており、親にとっても子どもの様々な表情を通して子育ての 

楽しさを感じるひとときです。 

 

【勝山市の現状】 

 

● ほとんどの家庭で読み聞かせが実施されていますが、一部実施していない家庭もみ 

られます。また、読み聞かせの効果はあまり知られていないことが分かります。 

児童・生徒及び園児の保護者に対して｢読み聞かせの頻度｣について質問をしたと

ころ、多くの家庭で読み聞かせを実施していますが、３割弱の家庭で読み聞かせを

行っていないことが分かります。 

また、園児の保護者に対して｢読み聞かせの効果について知っていましたか｣（別

紙読み聞かせの効果等について配布）と質問をしたところ、６割程度の保護者がよ

く理解していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 保護者（園児）アンケート結果） （資料：H２５ 保護者（園児）アンケート結果） 
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《 読み聞かせの効果について 》 
 

１．読み聞かせの効果の科学的実証 

● 読み手：前頭前野が活発に働く   ● 子ども：大脳辺縁系が活発に働く 

 

※ 前頭前野は思考や創造力、コミュニケーション、感情のコントロールといった 

機能を司り、一人で読むことに比べ、相手に読んであげる時の方がより活発に 

活動する。 

※ 大脳辺縁系は喜怒哀楽の感情・行動を生み出す部分である。子どもは読み聞か 

せを通じて、豊かな感情や情動が湧き上がってくる。そして、大脳辺縁系は使 

われることでどんどん発達する。 

 

 

２．読み聞かせの発達段階 

読み聞かせを考えていく上では、子どもの発達という視点が欠かせない。子ども 

  の発達によって、読み聞かせというコミュニケーション自体が発達していくからで 

ある。 

     ◎ １～２歳の時期の読み聞かせ 

       読み聞かせに対する能動的参加ができるようになる。 

       身体技法を無意識に身につけていく。 

     ◎ 幼児期前半（２～３歳）の読み聞かせ 

       登場人物と一体となって、本の世界を楽しむ。⇒ ごっこ遊びへの発展 

     ◎ 幼児期後半の読み聞かせ 

       心の中で、感じたり考えたりできるようになる。 

一つの流れとして、登場人物の表情変化等に気付く。 

 

 

３．繰り返し読み聞かせることの意味 

   繰り返し読むことは、大人からみると一見無駄や冗長に思われるかもしれないが、 

  子どもの求めに応じて繰り返すことそれ自体が、安定感を生み出し、対話することの 

楽しさや、絵本のおもしろさを確認し味わうといった読み聞かせの楽しさの一因を作 

り出していると考えられる。 

  また、日常の親子関係のあり方が、読み聞かせのスタイルにも自然に表れる。 
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【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 乳児期からの読み聞かせの必要性 

施 策 ： 「ブックスタート｣の実施 

保護者への早期の段階での読み聞かせ効果の周知を図るため、勝山市内 

       の全ての子どもを対象とする「ブックスタート」を実施します。 

 

※ブックスタートとは 

１歳６ヶ月児健診などの機会に、絵本をプレゼントし、読み聞かせの効果や方法を保護者

に説明する運動。 

 

 

課 題 ： 「読み聞かせの効果」の認知度の低さ 

施 策 ： 「読み聞かせの効果」に関する広報・啓発活動 

図書館や公民館等の広報を通じて、「読み聞かせの効果」の周知を図りま

す。また、ブックスタートとあわせた「読み聞かせ出前講座」等の開催な

ど、効果的な研修の場の提供を検討していきます。 

   

 

【読書ボランティアによる紙の人形劇（勝山市立図書館）】 
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（２） 地域における読書活動の推進 

   子どもの読書活動を推進するためには、家庭だけでなく地域全体で行うことが大切

です。その拠点となるのが、市立図書館や公民館、児童センターなどです。 

これらの場は、本と出会うだけでなく、読書活動を推進するための啓発活動や読書

ボランティアの活動拠点としても重要です。それぞれの特色を活かしながら、協力・

連携することで子どもが気軽に読書に親しむことができます。 

 

① 勝山市立図書館 

 市立図書館は、子ども達が多くの本に親しむだけの場所ではなく、保護者や読書ボ

ランティア団体への支援、学校や公民館などとの連携といった、地域全体で子どもの

読書活動を推進するための中心的役割を担う施設です。 

 

【勝山市の現状】 

 

● 市立図書館の利用状況について。 

児童・生徒に対して｢市立図書館を１ヶ月に何回利用しますか｣と質問をしたとこ

ろ、小学生では６割、中高生では４割程度の子どもが利用していますが、さらに利

用率を高める必要があります。児童・生徒の保護者に対して｢現在、子どもと市立図

書館を利用しますか｣という質問をしたところ、５割程度の保護者があまり利用して

いないと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） （資料：H２５ 保護者アンケート結果） 
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● 市立図書館の整備状況は概ね良好です。 

◎ ｢平成２４年度 福井県内図書館統計｣より （下記参照） 

市立図書館の人口当たりの貸出冊数及び来館者数は県内で４番目、開館日数に

おいては３番目となっています。 

◎ ｢市立図書館の整備状況｣より （下記参照） 

市立図書館の専有延床面積は、目標基準例を上回っています。また、人員配置

についてもほぼ目標基準例と同水準となっています。一方、図書館年間購入冊

数及び図書館費においては、目標基準例を下回っています。 

 

 

 

 

 

◎ ｢児童書の蔵書数・貸出数の推移｣ （下記参照） 

市立図書館において、蔵書数及び児童書の貸出数は増加傾向にあります。 

 

 

※目標基準例とは 

全国の市町村のうち各人口段階で貸出密度（住民一人当たりの貸出資料数）上位１０％

の市町村の平均数値を算出したもの 

今回用いた基準例：人口段階 ～３万、図書館設置市町村数 １３６、対象市町村数１４

と比較】          
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【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 市立図書館の図書資料の充実 

施 策 ： 適切な市立図書館予算の確保 

市立図書館の整備状況より、勝山市立図書館の図書費は目標基準例 

       を下回っていますが、蔵書数の推移は年々上向きに推移しています。 

今後も必要な予算を確保しながら、更なる充実に努めていきます。 
 

課 題 ： 市立図書館の利用促進 

施 策 ： 市立図書館でのイベントの充実や新たなニーズへの対応 

子どももしくは親子での利用の増加を目指し、読書ボランティアの協力 

       を得て、朗読会や親子向けのイベントの充実を図ります。また、「子ども読 

       書の日」にちなんだイベント等を企画し、読書活動の強化を図ります。 

        その他、郷土資料や貴重な資料等のデジタル化による保存や活用を行う

とともに、タブレット端末等による電子書籍の導入による読書活動の推進

効果について、書籍の電子化の普及を注視しながら検討を行います。 

団体貸出の実施と各小中学校に対する図書リストの配布 

市立図書館から遠い地域の子どもが読書に親しむ機会を提供するため、 

       今後も各施設や団体への団体貸出や学校への図書リストの配布といった支 

       援活動を行います。 
 

※ 団体貸出とは 

読書活動の普及のために、図書館が登録された団体に対して、貸出を行う制度 

勝山市立図書館の場合は、１団体５０冊以内、貸出期間１ヶ月以内 
 

市立図書館でのイベントの広報活動 

読書活動を推進するため様々な取組みを行っていますが、その周知を 

       より効果的に行う必要があります。早い段階での読書活動を推進するため 

       には、幼稚園・保育園・小学校低学年の保護者に対する積極的な周知活動 

       が不可欠であり、保護者向けの広報紙の発刊を行います。 

 
参 考 平成２５年度 勝山市立図書館での取組み 

【定例行事】 

・絵本の森（絵本の読み聞かせ、紙芝居）     （毎週土曜日） 

・おはなしでてこい（絵本の読みきかせ、紙芝居） （第２土曜日） 

・Ｋ＆ピエロ（絵本の読みきかせと手品）     （第４日曜日） 

・赤ちゃんとえほんの日（0・1・2 歳児を対象）   （第４金曜日） 

【企画コーナー】                         

・児童書の表見せや児童書コーナーの配架を工夫して設置 

・児童コーナーやエントランスにて、時季に応じた企画展示を開催 

【広報活動】                           

   ・「図書館からのお知らせ」（毎月１回） ※ 配布先：小学校・中学校・公民館・公共施設等 

   ・「サンクチュアリ」（年２回）     ※ 配布先：保育園・幼稚園・小学校・児童センター・公民館等  

【その他】 

   ・子どものつどい（人形劇・おはなし会・コンサート等）  ※春夏冬休み 

   ・宿題解決行事（読書感想文の書き方教室・植物の名前を調べる会・工作教室等） ※夏休み 
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② 公民館・児童センター 

公民館や児童センターは、地域の大人や子ども、その保護者が身近に読書に親し

める場所であるとともに、読書ボランティア等の活躍の場としても大切な場所です。 

 

【勝山市の現状】 

 

● 公民館図書の利用について積極的に周知を行う必要があります。 

  児童・生徒及びその保護者に対して｢公民館で図書を借りることができること 

を知っていますか｣と質問したところ、児童・生徒については、６割程度が知ら 

ないと回答しており、利用したことがある方は２割程度という回答でした。保護 

者については、６割程度が知っており、利用したことがある方は３割程度となっ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） （資料：H２５ 保護者アンケート結果） 
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● 公民館では、読書活動を推進するための活動を行っています。 

公民館では、エントランスにおける注目図書のミニコーナーの設置や公民館だ 

よりでのお薦め本紹介等を行っています。また、平成２４年度より市立図書館と 

連携し、すべての公民館において団体貸出を実施しています。その他にも、一部 

の公民館において、読書ボランティアの協力を得た読書活動の推進を図っていま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 児童センターにおいても、読書活動を推進するため様々な活動を行っています。 

児童センターでは、市立図書館と連携し、団体貸出を利用したり、定期的に読

み聞かせを実施したりするなど、読書推進を図るための取り組みを行っています。 

一部の児童センターにおいては、読み聞かせ等の研修会に参加していますが、

低い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 公民館調査結果） （資料：H２５ 公民館調査結果） 

（資料：H２５ 児童センター調査結果） 
（資料：H２５ 児童センター調査結果） 

※市民の皆さんの善意による多数の寄贈も 

受けております。 

 

 

【研修会例】 

・読み聞かせ研修 ・紙芝居研修 ・児童厚生員研修 
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【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 公民館・児童センター図書の情報周知 

施 策 ： 公民館・児童センターだよりによる周知活動 

公民館や児童センターで図書を利用できることを知らない方が多数お

られます。各館のたよりを有効活用し、図書情報の周知徹底を図ります。 

 

課 題 ： 各施設による連携 

施 策 ： 全公民館・児童センターによる充実した読書活動の推進 

公民館・児童センターによって、読書推進活動に差があります。今後

は、本の貸出数の増加や図書室の利用を促進するため、図書の整備や市

立図書館との連携を図るとともに、各館同士が積極的に情報交換を行い、

効果的な取組みを共有することで、更なる読書活動の推進に取り組みま

す。 

 

課 題 ： 読書ボランティアとの連携 

施 策 ： 読書ボランティアの支援 

地域で活動されている読書ボランティアが、各地域で活発に活動でき

るよう、イベントや研修会の開催、場所の提供を行い、支援・促進して

いく中で、お互い協力しながら子どもの読書活動の推進を図っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 ： 児童センター職員のスキルアップ 

施 策 ： 児童センター職員に対する研修会の実施 

児童センター職員が内イベントで読み聞かせや紙芝居等を効果的に

開催できるよう、研修会に参加しやすい環境を整備します。 

 

 

 

 

公民館における読書ボランティアの活動例 

【くまの子文庫】（村岡公民館を拠点に活動するボランティア団体） 

・幼稚園児に対する読み聞かせ（月１回）  ・公民館来館者へ本の紹介 

・公民館だよりでの新刊紹介        ・県立図書館等で借りた本の貸出 
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（３） 幼稚園・保育園・学校における読書活動の推進 

  幼稚園や保育園は、子どもが耳から聞く言葉や自ら絵本を読むことで、どんどん言

葉を覚える時期であり、絵本の楽しさを知り、表現力や想像力を身につけていくため

の大切な場所です。 

  また学校においては、児童・生徒が多様な本に出会い、読書の幅を広げ、自主性を

身につける時期であり、「読書タイム」等の機会を設けることで、読書習慣が培われ

ていきます。 

   

① 幼稚園・保育園 

   幼稚園・保育園において、日々の活動の中に読み聞かせや紙芝居をどんどん取り 

入れることで、子どもは自ら読書に興味を持ち、言葉に対する感覚を養ったり、楽 

しいことを保護者や友達に伝えたりできるようになります。 

 

【勝山市の現状】 

 

 ● 各幼稚園・保育園では、読み聞かせが実施されています。 

    各幼稚園・保育園では、ほぼ毎日園児の発達段階にあわせて、読み聞かせを行 

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 幼稚園・保育園調査結果） 
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● 幼稚園や保育園によっては、読み聞かせ等の研修に参加しています。 

読み聞かせの研修会には、多くの園が参加していますが、研修自体が少なくな 

っている状況です。研修に参加していない園の理由も、「研修が少なく受けづら 

い」「以前に受けたから」といったものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

● 各幼稚園・保育園では、読書推進に関する様々な取り組みが行われています。 

     ほとんどの保育園・幼稚園において、児童への絵本の貸出や園だより等にて 

保護者に向けた読書推進を図るための啓発を積極的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料：H２５ 幼稚園・保育園調査結果） 

（資料：H２５ 幼稚園・保育園調査結果） 

【幼稚園・保育園での啓発活動例】 

・１人１冊持ち帰り、親子で読んでもらう 

・クラスだよりや懇談会などで寝る前の絵本タイムの時間の良さを伝えている 

・保護者の方も子育てのヒントになるような冊子を貸し出している 

・おたよりで子どもが喜ぶ絵本を紹介する 

・クラスだよりや園だよりで啓発している     など 
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【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 幼稚園・保育園職員のスキルアップ 

施 策 ： 幼稚園・保育園職員に対する研修会の実施 

児童センター職員への研修と同様に、保育士にとっても研修しやすい 

ような環境を整備します。 

 

課 題 ： 保護者に対する読み聞かせ活動の促進 

施 策 ： 園だより等を通した保護者への周知活動 

各家庭において読み聞かせを行うため、園児への絵本の貸出や園だよ 

りによる保護者への周知活動を促進します。同時に市では、保護者の集 

まり等で読み聞かせの効果や方法を伝えるため「読み聞かせ出前講座」 

等を開催し、啓発活動に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 保育園での読み聞かせ 】 
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② 学校 

子どもの読書活動を推進し、生涯にわたって読書に親しむ習慣を形成していく上 

で、学校はたいへん大きな役割を担っています。学校では読書タイムを設けたり、 

授業において学校図書を有効利用する等、様々な取組みを実施しており、一定の効 

果をあげています。 

 

 

● 各学校では、読書タイムが実施されています。 

勝山市内の小学校・中学校・高校において、時間数や回数は違うものの読書タ 

イムが実施されています。 

 

読書タイムの効果について、児童・生徒 

に対し、「学校での読書時間によって何か 

変わったことや感じていることはあります 

か」と質問をしたところ｢読書の時間は楽 

しい｣、｢本が好きになった｣という回答が 

多くみられました。 

学校の先生方からも｢落ち着き（集中力） 

がでてきた｣、｢読書の習慣づけに効果があ 

る｣と回答がありました。 

その他、勝山市立図書館において、主に 

調べ学習用の学校支援図書のリストを作成 

し、先生や児童・生徒が図書を利用しやす 

いよう支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 

（資料：H２５ 学校調査結果） 

※各中学校及び高校においても読書タイムが 

実施されている。 
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● ほとんどの学校において標準冊数が満たされています。 

    勝山市内の小学校においては標準冊数を満たしています。一部の中学校におい 

ては、標準冊数を満たしていませんが、標準冊数を満たすよう、市では毎年予算 

付けを行っています。なお、小学校においては、勝山市立図書館からの団体貸出 

を利用し、読書環境の充実を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 小学校においては、9 割以上の児童が学校図書館を利用しています。 

児童・生徒に対して｢学校図書館から１ヶ月にどれくらい本を借りますか｣と質 

問をしたところ、小学校では９割以上、中学校では６割以上が１ヶ月に１回以上 

利用しています。 

児童・生徒に対して｢学校図書館 

がどうなればもっと利用しやすく 

なると思うか｣と質問をしたところ、 

｢本の種類・量を増やす｣、｢本を探 

しやすくする工夫がほしい｣といっ 

た回答がありました。また、児童 

・生徒に対して｢学校図書館にどう 

いった本を置いてもらいたいです 

か｣と質問をしたところ｢小説｣｢マ 

ンガ｣｢おもしろい本｣といった回答 

がありました。 

 

（資料：H２５ 学校調査結果） 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 

平成 25 年 10 月１日 現在 
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● 各小学校では、読書推進に関する様々な取組みが行われています。 

    小学校において、児童によって組織される図書委員などの委員会児童による読 

み聞かせや一番多く本を読んだ子を表彰する｢読書チャンピオン｣など、面白い取 

組みを行っている学校があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 学校調査結果） 

学校図書館がどうなればもっと利用しやすくなると思いますか？ 

 

 【児童・生徒からの回答で多く出された意見】 

●本の種類・量を増やす ４６名 

●本を立てて、シリーズごとにおいたり、もっと細かく分類して、本を探しやすくする工夫 

が欲しい ４３名 

●新しい本、話題の本、人気の本をすぐ入れる ３４名  ●マンガを入れる ３０名 

学校図書館にどういった本を置いてもらいたいですか？   

 

【児童・生徒からの回答で多く出された意見】 

●小説 １１０名      ●マンガ ９０名      ●面白い本 ２７名  

●スポーツ系 ２０名    ●勉強になる本 １８名   ●歴史の本 １６名  

●ライトノベル １３名   ●シリーズ系 １１名 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） 

【各小学校で実施されている読書推進活動例】  

  

 【定期的なイベント】 

  ●委員会児童による「読書チャンピオン」 ●委員会児童による全校生向け読み聞かせ 

  ●委員会児童による新刊紹介       ●読書啓発のポップ、ポスター作り 

●読書チャンピオン           ●読み聞かせ集会 

●夏休み親子読書                             など 

 

【単発的なイベント】 

●ベストリーダー賞（多読・他ジャンルを進める） ●多読書表彰 

●ブックトーク（全校生）  ●スタンプラリー  ●読み聞かせ、紙芝居   など 
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● 学校図書館司書の設置について 

   それぞれの学校では、司書の資格を持つ教員が兼務で図書館を担当していますが、 

図書の整理等の業務にまで十分手が回らない状況にあります。ボランティアでの対 

応や市立図書館からの支援体制を整える必要があります。 

 

 

【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 効果的な読書タイムの実施 

施 策 ： 読書タイムのさらなる充実に向けた支援 

学校における読書タイムは、児童・生徒にとって重要な時間であり、 

今後も充実して実施されるよう学校への支援を検討していきます。 

 

課 題 ： 自主的な読書活動の推進に向けた取組み 

施 策 ： 学校間の連携による情報の共有化と読書通帳の検討 

各学校で行われている様々な取組みについて、各学校間で情報交換を 

行ない、情報を共有します。また、市立図書館・学校図書館等で使用で 

きる読書通帳の導入を検討し、より充実した取組みを実施することで、 

子どもの自主的な読書活動を促進していきます。 
 

※読書通帳とは 

読んだ本のタイトルや感想など、読書の履歴を付ける通帳。 
 

課 題 ： 学校図書の充実 

施 策 ： 適切な学校図書予算の確保 

標準冊数を満たしていない学校においては、標準冊数を満たすよう 

必要な予算の確保に努めます。 

 

課 題 ： 児童・生徒の保護者に対する読書活動の促進 

施 策 ： 学校だより等を通した保護者への啓発活動 

児童・生徒の読書習慣が身につくよう、各家庭全体での読書活動を促 

し、学校だよりや保護者の集まり等で読書活動の啓発に取り組みます。 
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課 題 ： 子どもの望む図書及び調べ学習に適した図書の確保 

施 策 ： 市立図書館司書による効果的な支援 

市立図書館により、子ども・保護者・学校のニーズ調査を実施し、「お 

薦め図書リスト」や「学校支援図書リスト」を作成する。 

また市立図書館と学校が連携し、団体貸出や情報交換を従来どおり 

実施することで、読書活動を促進していきます。 

 

課 題 ： 学校図書館の支援 

施 策 ： 学校図書館支援員の配置 

市立図書館に司書の資格を持つ職員（支援員）を１名増員し、各学校

に出向いて支援を行うことで、学校図書館と市立図書館の連携した支援

を行い、学校図書館の充実を図ります。 

 

 

● 読書ボランティアの状況 

    各小学校において、各地域の 

読書ボランティアの協力を得な 

がら、児童への読み聞かせが実 

施されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：H２５ 学校調査結果） 
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● 読書ボランティアの育成と連携 

児童・生徒の保護者に対して「読み聞かせ等のボランティアに協力できますか」 

と質問したところ、２割弱の方が「協力できる」と回答しています。同様に子ど 

もに対して「市立図書館や幼稚園等に出向いて、読み聞かせのボランティアをし 

たいと思いますか」と質問したところ、小学生では４割程度、中学生においては 

３割程度がボランティアに参加してもよいと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【課題と具体的施策】 

 

課 題 ： 読書ボランティアの育成 

施 策 ： 読書ボランティアの掘り起こしや協力の呼びかけ 

児童・生徒においては、小学校、中学校の段階で、読み聞かせ等のボ

ランティア活動ができる環境を作るよう促進していきます。 

保護者においては、読書ボランティアに協力の意思がある保護者を中

心に、読書ボランティアへの参画を呼びかけます。 

また、地域によっては、読書ボランティアが不足しているところもあ

り、地域を越えた活動の協力を呼びかけます。さらには、老人会等の地

域に根ざした団体に対し、呼びかけ活動を行い、地域に隠れた人材を掘

り起こします。 

      読書ボランティアに対する学習機会の提供 

読書ボランティアの活動を支援し、読み聞かせや紙芝居のスキルアッ 

プにつながるような研修の機会を提供します。 

（資料：H２５ 児童・生徒アンケート結果） （資料：H２５ 保護者アンケート結果） 



29 

 

 

第４章 計画の推進に向けて 

 

子ども読書活動推進計画による施策を推進するために、市立図書館を軸として市の関

係部課が連携を図ることはもちろん、公民館・児童センター・学校・幼稚園・保育園及

び地域の各種市民団体と情報交換を行い、連携・協力を深めていく中で、その成果を活

かしながら、総合的かつ計画的に推進していくことが重要です。 

  

 

１． 関係施設・団体等の連携と情報交換 

  「勝山市子ども読書活動推進計画」は関係施設や団体がそれぞれ独自に行動するの 

でなく、互いに連携し情報交換を綿密に行う中で、より大きな相乗効果を得ることが 

できます。研修会を開催し参加し合ったり、イベント時の人材交流を積極的に行うこ 

とで協力体制を強化し、社会全体による読書活動の推進を促進します。 

 

 

２．図書資源の有効活用 

  各機関や団体それぞれが所有する図書自体や図書に関する資料を、市全体の財産と 

してお互いに有効活用します。 

 

 

３．推進体制 

 

子ども読書活動の推進に関わる取組みは、家庭や様々な施設、市民団体において行

われています。それぞれの取組みを効果的に進めていくためには、子ども読書活動の

推進に関わる情報を共有し、ともに施策を展開していく体制を整備する必要がありま

す。 

本計画の推進にあたっては、家庭、学校等、地域、各施設、各種市民団体等がそれ

ぞれの機能や特性を活かしながら、連携をより強化する必要があります。そのため、

市では学識経験者・社会教育関係者・家庭教育関係者等で構成する「図書館協議会」

を開催し、進捗状況の把握を図ります。それを受けて、市立図書館を中心とした子ど

も読書活動に関わる市の関係部課が、連携して体系的に子どもの読書活動を多面的に

支える体制を整えます。
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30 

計画の推進に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目 標 

子どもが自ら 

「読書に関心を持ち」 

「読書を楽しみ」 

「読書で学べる」 

環境づくり 

 

５つの視点  

【５．読書活動を推進するための人材づくり】 

家 庭 

学  校 

幼稚園・保育園 

地 域 

連携 

支援 

５つの視点  

【１．本と出会う環境づくり】 

５つの視点  

【２．読書を楽しむ環境づくり】 

 ５つの視点  

【３．自主性を育てる環境づくり】 

５つの視点  

【４．読書のための時間づくり】 

連携 

勝 山 市 

 

●「子ども読書の日」や「ノーテレビ 
・ノーゲームタイム」の実践 

●親子で読書に親しむ機会づくり 
●「ブックスタート」の実施 
●読み聞かせ効果の理解 

全体の 

●市立図書館の整備やイベント 
PR の充実等 

●公民館・児童センターの PR 活動 
や市立図書館、各館との連携 

●読書ボランティアの協力を得た 

活動 

●学校・幼稚園・保育園の読書環境整備 
●自主的な読書活動に向けた読書通帳等の効果的な取組み 

●市立図書館や各学校同士の連携 
●読書ボランティアの協力を得た活動 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    １．他市及び学校での読書活動推進に関する具体的な 

取組み事例 

 

  ２． 勝山市子ども読書推進計画策定委員会委員名簿 

 

  ３．アンケート回収率（対象者別） 

 

４．子どもの読書活動の推進に関する法律 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 資 料 
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１．他市及び学校での読書活動推進に関する具体的な取組み事例 

 

施策名 具体的な取組み 取組主体 

児童の読書活動に関す

る情報の的確な把握 

児童の読書の傾向をつかむための読書アンケート

実施、貸出状況を記録した個人ファイルの整備、貸

出冊数等のデータを一元化管理することにより、教

員がいつでも児童の利用実態を把握でき、読書指導

や利用指導等に活用できる。 

横手市朝倉小学校 

 

（秋田県） 

保護者ボランティアの

募集 

保護者の方々に対し、学校図書館業務ボランティ

アの募集をして協力いただくことで、経営の様子を

把握していただく。 

「子ども司書」の制度

化と活躍 

町内小学校の４～６年生児童に対し、町独自の認

定制度として「子ども司書講座」をスタート。 

認定児童は、学校図書館サポーターとして校内の

下学年への読み聞かせ活動等で活躍している。 
矢祭町立東舘小学校 

矢祭もったいない図書館 

 

（福島県） 豊富な図書を活用した

司書支援による授業の

充実 

矢祭りもったいない図書館との連携により、図書

館からの団体貸し出しを活用し、図書館司書が授業

の支援者として加わったり、図書の利用方法・調べ

方について児童の活動を補助している。 

「ファミリー読書リレ

ー」の実施 

 

毎週、学校・園で絵本の入ったバッグを全員が受

け取り、家庭で家族と一緒に読書をしている。 

１冊読んだら「どくしょの木（カード）」にシール

を貼るとともに、読んだ感想やコメントを添えて次

の家族へ、そしてまた新しい本を受け取るというよ

うに、家族から家族へと本を読みつないでいる。 

亀山市教育委員会 

 

（三重県） 
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施策名 具体的な取組み 取組主体 

「学校図書館等連絡

会・研修会」開催によ

る市内各学校図書館協

力員の連携強化 

絵本の選定と読み聞かせの方法等、数回の研修会

を実施し、活動内容の共通理解やスキルアップがな

されている。 

亀山市教育委員会 

 

（三重県） 

「プチライブラリー」

の開設 

 

生徒の読書意欲を喚起するため、１階の廊下に「プ

チライブラリー」を開設。ねらいは 

① 休憩時間の貸出を可能にすること 

② 自主申告とすることで、より手軽な貸出を 

可能にすること 

である。なお、プチライブラリーの図書は、学校図

書の一部の他、教師や地域の方が「生徒にぜひ読ん

でほしい本」を持ち寄っている。 

南丹市立美山中学校 

 

（京都府） 

「読書の集いの開催」 

「子ども読書の日」にあわせた教師によるお薦め

本紹介や地域ボランティアによる読み聞かせ会の実

施、図書館によるブック―トークの開催をしている。 

学校図書館のゾーン分

けによる読書意欲の啓

発 

学校図書館を ①読み物ゾーン ②調べ学習がで

きるゾーン ③図書館前の廊下を整備したギャラリ

ーゾーン に分けて、児童の学習や読書の意欲につ

ながるように計画的に展示している。 

益田市立高津小学校 

 

（島根県） 

自主参加による放課後

の「読書会」実施 

放課後に有志が集まって「読書会」を開催（年間１

２回）。心を解放し安心して仲間と一冊の本を巡って

語り合うことにより、読みを深め、生き方について

考えるなど、読書の醍醐味を味わっている。 

柏市立柏第四中学校 

 

(千葉県) 

● これらの取組みは、文部科学省「学校や地域の取組から学ぶ学校図書館を活用した 

取組事例集」の一部を抜粋したものです。 
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２． 勝山市子ども読書推進計画策定委員会委員名簿 

  勝山市子ども読書活動推進計画においては、勝山市社会教育委員の会及び

勝山市立図書館協議会から意見をいただきながら策定を進めていきました。 
 

平成 25 年度 勝山市社会教育委員の会 委員名簿     

 

平成 25 年度 勝山市立図書館協議会 委員名簿          

番号 氏  名 選出母体 備考 

1 荒尾 るみ子 教員経験者 副会長 

2 伊藤  誠一 図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
 

3 岡田  妙子 図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
 

4 尾 崎  清 教員経験者 
 

5 笠松  洋子 学校朗読ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
 

6 岸本  昤子 保育園園長会代表 
 

7 北沢  辰子 
勝山地区婦人会会長 

勝山公民館運営審議会委員  

8 三谷  輝子 読書会関係代表 
 

9 山内  辰朗 青年会議所関係 会長 

10 山口  政則 学校図書館部会代表 
 

 

 

番号 氏  名 選出母体 備考 

1 西出  健一  勝山市小中学校長会 
 

2 山岸 登美子 勝山公民館選出 
 

3 加藤  敏彦  猪野瀬公民館選出 
 

4 中村  隆夫  平泉寺公民館選出 
 

5 松村  信子  村岡公民館選出 副会長 

6 竹 内  茂  北谷公民館選出 
 

7 大平 重衛門 野向公民館選出 
 

8 丹後  清明  荒土公民館選出 会長 

9 立平 幸太郎  北郷公民館選出 
 

10 中村  隆二  鹿谷公民館選出 
 

11 斎藤 甚三郎 遅羽公民館選出 
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３．アンケート回収率（対象者別）       平成２５年度実施 

【小学５年生】 
   

学 校 名 人数 回収数 回収率 

成 器 西 小 学 校  39 39 100.0% 

成 器 南 小 学 校  67 65 97.0% 

平 泉 寺 小 学 校  2 2 100.0% 

村 岡 小 学 校 34 33 97.1% 

野 向 小 学 校 2 2 100.0% 

荒 土 小 学 校 20 20 100.0% 

北 郷 小 学 校 14 14 100.0% 

鹿 谷 小 学 校 14 14 100.0% 

三 室 小 学 校 5 5 100.0% 

合 計 197 194 98.5% 

 

【中学２年生】 
   

学 校 名 人数 回収数 回収率 

勝山南部中学校  92 89 96.7% 

勝山中部中学校  76 73 96.1% 

勝山北部中学校  51 44 86.3% 

合 計 219 206 94.1% 

 

【高校２年生】 
   

学 校 名 人数 回収数 回収率 

勝 山 高 校 148 148 100.0% 

合 計 148 148 100.0% 
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【保護者（小学５年生）】 
  

学 校 名 人数 回収数 回収率 

成 器 西 小 学 校  39 34 87.2% 

成 器 南 小 学 校  67 64 95.5% 

平 泉 寺 小 学 校  2 2 100.0% 

村 岡 小 学 校 34 34 100.0% 

野 向 小 学 校 2 2 100.0% 

荒 土 小 学 校 20 20 100.0% 

北 郷 小 学 校 14 13 92.9% 

鹿 谷 小 学 校 14 14 100.0% 

三 室 小 学 校 5 5 100.0% 

合 計 197 188 95.4% 

 

【保護者（中学２年生）】 
  

学校名 人数  回収数 回収率 

勝山南部中学校  92 87 94.6% 

勝山中部中学校  76 71 93.4% 

勝山北部中学校  51 44 86.3% 

合 計 219 202 92.2% 
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【園児保護者】 

園 名 人数 回収数 回収率 

公立 

北保育園 54 51 94.4% 

平泉寺保育園 27 17 63.0% 

野向保育園 24 12 50.0% 

私立 

ケイテー保育園 84 79 94.0% 

中央保育園 85 64 75.3% 

松文保育園 100 89 89.0% 

しろき保育園 124 99 79.8% 

南保育園 93 79 84.9% 

上野保育園 63 62 98.4% 

鹿谷保育園 88 88 100.0% 

わしのこ保育園 45 41 91.1% 

公立 
成器南幼稚園 39 34 87.2% 

中部幼稚園 20 19 95.0% 

合 計 846 734 86.8% 
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４．子どもの読書活動の推進に関する法律 

平成１３年１２月１２日  

 法律第１５４号 

（目的）  

第一条    この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び

地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関す

る必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合

的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。  

 

 （基本理念）  

第二条    子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより

深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんが

み、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を

行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければなら

ない。  

 

 （国の責務）  

第三条    国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書

活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。  

 

 （地方公共団体の責務）  

第四条    地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実

情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務

を有する。  

 

 （事業者の努力）  

第五条    事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの

読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努め

るものとする。  

 

 （保護者の役割）  

第六条    父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化

に積極的な役割を果たすものとする。  
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（関係機関等との連携強化）  

第七条    国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施さ

れるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必

要な体制の整備に努めるものとする。  

 

 （子ども読書活動推進基本計画）  

第八条   政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図

るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動

推進基本計画」という。）を策定しなければならない。  

    ２  政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国

会に報告するとともに、公表しなければならない。  

３  前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。  

  

 （都道府県子ども読書活動推進計画等）  

第九条     都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府

県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子

どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書

活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。   

２  市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が

策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活

動推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推

進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策

についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよ

う努めなければならない。  

３  都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読

書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。  

４  前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推

進計画の変更について準用する。  

  

 （子ども読書の日）  

第十条     国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子

どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。  

２  子ども読書の日は、四月二十三日とする。  

３  国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよ

う努めなければならない。  
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（財政上の措置等）  

第十一条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため

必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

 

 附則    

 

この法律は、公布の日から施行する。  

 

 

○  衆議院文部科学委員会における附帯決議  

  政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。  

  一  本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整

備していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。 

  

  二  民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動

の推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。 

  

  三  子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことがで

きる環境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。 

  

  四  学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重する

こと。 

  

  五  子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断

に基づき提供に努めるようにすること。 

  

  六  国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子ども

の参加については、その自主性を尊重すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 


